








5.結論 

1)小児発症 MPGN25例(1型 10例,2型 6例,3型 4例,亜型 5例)を臨床病理学的に検討し,特

に重複生検例の組織学的比較解析をおこなった。 

2)亜型 4 例中 3 例に寛解が見られ,予後良好の病型と考えられた,1-3 型には寛解は 4 例の

みであり,発症機序や病態の違いが示唆された。 

3)組織学的予後不良因子として球状硬化および尿細管間質病変が考えられた。 

4)球状硬化に至る糸球体病変として半月体の他にメサンギウム領域の硬化性拡大とメサン

ギウム介入を伴う血管腔の硬化性狭小化がある。5)組織学的に改善一再燃の反複が見られ,

組織像のみで予後を判定し難い例がある。 


